
 

公開草案『種類株式の BS 価額に関する実務上の取扱い（案）』につきまして、コメントを
お送りします。 
 
１．複雑なスキームを使った種類株の発行について 
 銀行の資本充実を意図する種類株の発行が特に今期に増加した印象を受けています。中

には SPC等を駆使し、複雑なスキームを使って発行している種類株もあり、会計士として
評価には非常に悩まされています。またこうした株式の発行は通常多額に上ることが多く、

会計上の影響も非常に重要であると思います。今回の種類株の評価指針の公表には敬意を

払いますが、実務はこの三歩先を行っている感があります。今後 SPCを利用した優先株の
評価につきましても、会計ルールを策定していただければと考えます。 
 
２．証券会社の評価について 
 上記のような複雑なスキームを使った株式の場合、仮に会社で評価を行おうとしても、

専門知識等の不足から満足な評価が行えない可能性があります。こうした場合、証券会社

等の第 3 者に評価を依頼することになる可能性が高いと考えています。証券会社において
も評価についての会計基準について、合意をいただき評価書を作成してもらう必要がある

のではないかと考えます。その上で、会計士においても証券会社の評価を検討する必要が

あると考えています。 
 
以上瑣末なコメントではございますが、検討いただけますと幸いです。 
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